
V O L . 1 4  O C T O B E R  2 0 1 1F R O N T I E R  S P I R I T  B E  O U R  G U I D E

［ ザ・フロンティア・タイムズ ］

［ 地球規模で考え、地域で活動する ］



1997年の第52回国際連合総会に
おいて、日本の提案に基づき、123
カ国の賛同を得て、2001年を「ボ
ランティア国際年（International 
Year of Volunteers：IYV）」とする
ことが満場一致で採択された。今年
はその10周年、「ボランティア国際
年+10（IYV+10）」にあたる。

ボ ラ ン テ ィア 国 際 年 の 開 会 式 は
ニューヨークで開催され、当時の国
連事務総長コフィ・アナン氏は次の
ように述べた。「国際社会が真に前
進していくためには、人々が何を必
要としているのかを熟知しているボ
ランティアの活動が不可欠である。
その経済活動を国民経済計算で評
価する必要があり、既に試算された
先進諸国においては、相当規模の経
済活動であることが示されている。
ボランティア活動は、それを享受す
る人々にサービスのみならず、未来
への希望を提供している。経済のグ
ローバル化を各国の繁栄に結びつけ
ていくためには、ボランティア活動
の活性化による社会的正義の実現と
社会システムの安定が不可欠であ
る。」（内閣府2001a）

世界のグローバル化は各国の地域
的な活動によって成り立っている。
歴史上、経済や文化の発展は、民衆に
よって生み出されてきたものであっ
て、その逆ではなかったことを私た
ちは知っている。草の根レベルでの
あらゆる場面における献身的な活動

は、その活動の過程で自然に人々に
「対話」をもたらし、それが相互理解
へと発展するのだ。異文化との衝突
がグローバル化に歪みを生じさせな
いためにも、国際社会におけるボラ
ンティア精神はますます重要となっ
てくるだろう。

最近ではNPOなどの非営利団体が、
各国政府に縛られることなく国境や
政治的な対立などを超越して、困難
な状況にある人々を支援する活動を
行っている。君たちも、このような団
体に参加しながら、国際協力や貢献
を行うことが可能である。国際社会
で活躍しようとする志をもつ国際生
たちは、現実の世界について「見るこ
と」「知ること」「感じる」こと、自分の
身体と知性と感性とで触れることを
忘れてはならない。例えば近い将来
にできることの一つとして、大学進学
時のギャップイヤーを利用して国内
外におけるボランティア活動の機会
を掴んでみてはどうだろうか。
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中でもいろいろなところでよ
く見かけるようになったAED：

Automated External Defibrillator（自
動対外式除細動器）。これはあなたも使
うことができる、命を救う心臓救命装置
です。心臓マヒを起こしたら、救急車や
病院に搬送されてから治療しても間に
合わないことが多く、これまで多くの人
の命が救われずにきました。しかし、こ
のAEDという一般の人でも簡単に使え
る救命装置があれば、緊急時にいち早く
処置することができ、命が救われる確率
が上がります。本校では4年前から1階
事務室付近に設置してあります。国際生
のみなさんは知っていましたか？

街

1分1秒でも早く処置をすれば
助かる可能性が高くなる

　8月31日に、専門講師による教職員
向けのAED講習会を行い、20数名の
教職員が参加しました。はじめに「1分
1秒でも早く処置をすれば助かる可
能性が高くなる」と講師の方からAED
による早期処置が重要であることの
説明を受けました。そして、具体的な
心肺蘇生法とAEDの使用方法につい
ての説明と実技です。少し難しそうな
イメージのあるAEDの操作も、音声
ガイドに沿って手順を進めれば簡単
に使えます。安全に学校生活ができる
よう常に心がけていますが、いざとい
う時、冷静・的確に対応できる訓練も
実施しています。

〜AED講習会（教職員対象）を実施〜



中高一貫5年

柳　春佳 さん

Message from a

すべての瞬間がユニークな体験
私

S t u d e n t

が留学していたマニトバ州は
カナダの真ん中に位置し、冬
は−30℃になり車に忘れた

ペットポトルの水が朝には凍っていたり
します。私を応援してくれる心強い親切
なホストは２匹の犬を飼っていて、老犬
のベラは懐かないけど散歩に疲れたと
きだけ抱かせてくれます。レトリバーの
チャーリーとは仲良しで、散歩中に貨物
列車にぶつかったシカの肉と骨をくわ
えて自慢げに見せて私を驚かせます。
　初めは発音が悪いせいか通じなく

「Pardon me?」とよく言われ自信を無く
した時もありましたが3ヶ月程たつと度
胸がつき、気持ちも楽になってきます。 
現地校の先生のおかげで貴重な体験と
出会いがありました。それはカナダ国立
青少年吹奏楽団への参加です。先生に
勧められバスクラリネットのオーディ
ションに合格し、モントリオールで開か

れたコンサートで演奏できたのです。上
手な人達と演奏するのは刺激的で音楽
をもっと好きになります。メンバーは全
国から集まるので、カナダ全域に友人が
出来て今でも交流を続けています。
　留学中に起きた東日本大震災は現地
でも報道されて心配でした。何かしよ
うと募金箱を作り、翌日には校長先生
に募金活動の許可をもらいに行きまし
た。多くの友人や先生が協力してくださ
り、千羽鶴と一緒に寄付することができ
ました。募金活動中も日本を心配してく
れて声をかけてくださる人がいて感動
しました。
　ここには書ききれないほど多くの素
敵な体験とカナダの大切な家族・友人が
出来たことは私の宝物です。成長させて
くれたカナダで出会ったすべての人達、
日本で応援をしてくださった人達に感
謝しています。
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Pick up the 

F e a t u r e
国際教養と国際感覚を磨くために、5年生を対象とした国際理解研修
が実施され、今年もたくさんの国際生が日本を飛び出して貴重な経験
をしました。イギリスやカナダを舞台にした従来のコースに、今年度か
らはフィリピンを訪れる「マニラコース」が加わり、5名の男子生徒が参
加。現地の人たちとの交流を通して感じたこと、ディスカッションを重
ねて考えた「自分たちにできること」について、帰国したばかりの生徒た
ちが振り返ります。

世界に目を向ける
きっかけになった
国際理解研修

の日本企業や大使館を訪問し、フィリピ
ンが抱える社会問題を解決するために、
実際に活動している日本人の話をうか
がう機会にも恵まれました。引率した内
藤圭祐先生は、「さまざまな立場の人と
ふれあうことで問題を総合的に理解し、
自分がどのように関わっていけるかを
考えることが研修の目的。生徒たちが自
身の将来を考える上でも、有意義なプロ
グラムになったのでは」と語ります。

今年度から新設されたマニラコースは、
語学研修が中心となる他の3コースと
は異なり、ボランティア活動への理解を
深めることが大きなテーマのひとつに
なっています。14日間の研修内容は、世
界中で子どもたちの支援活動に取り組
んでいるNPO法人『ICAN』が、本校の校
訓「フロンティアスピリット」に沿って企
画したもの。滞在中には、学校や貧困地
域を訪れて生活環境を学ぶ一方、現地

ボランティアがテーマの国際理解研修



▲「これからも自分たちにできることを考え
て行動したいです」（仲谷栄人君）

▲笑顔を交えながら、研修での思い出を語ってくれた生徒たち。

現地に行かなければ、気づけないことがある
くさんありました」。遠く離れた日本
で得た情報と、実際に目の当たりにし
た現実の違いを感じられたことは、と
ても貴重な経験になったようです。

　プログラムの内容は大きく3つに分
かれていました。最初のステップは、
現地の実情を自分たちの目で確かめ
ること。生徒たちは到着後から帰国直
前まで、学校に通う子どもたちや、ゴ
ミ集積所の近くで暮らすストリート
チルドレンなど、いろいろな場所を訪
問し、たくさんの人と交流しました。

「日本は本当に恵まれていると感じ
ました」と振り返るのは仲谷栄人君。

「きっとカナダやイギリスでは学べな
いことがあるはず」という理由で参加
した仲谷君にとって、マニラでの日々
は新鮮な発見の連続でした。「これま
での自分は、すべてのことを日本の“も
の差し”で考えていたことを実感する
毎日でした。ゴミ処理場の臭いや、経
済的な理由で学校に通えない子ども
たちが実際にいることなど、その場所
に行かなければ気づけないことがた



▲子どもたちとの記念スナップ。訪れる先々で温かい歓迎を受けました。

本企業や大使館など実際にフィリピ
ンで活動している日本人の話を聞くこ
ともできました。フィリピンと日本、そ
れぞれの視点を理解することで見え
てきたのは、「一方的な経済的支援で
は問題は解決できないこと」と話して
くれた河本賢君。「ゴミを拾って生計を
立てているのは、現状ではそれが唯一
の手段だから。プログラムで体験した、
学校に通えない子どもたちのための
職業訓練のように、問題の実情を把握
した上で、自立を支援する仕組みを作
ることが大切だと思いました」。研修を
重ねるにつれ、一つひとつの体験が一
本の線でつながっていき、目に見えて
成長していった生徒たち。子どもたち
との触れあいの中で感じたこと、心に
響いた言葉、自分なりに導き出した考
え・・・毎日欠かさず記入したレポート
は、研修を終える頃にはとても内容の
濃いファイルとなりました。

　フィリピンの現状を理解した生徒た
ちが取り組んだ第2のステップが、問
題を解消するために「自分たちがどの
ように関わることができるか」を考え
ること。今回の研修では、単にゲストと
して各地を訪問するのではなく、率直
に意見を交換しあう「シェアリング」の
機会が数多く設けられました。貧困地
域では、「学校に通いたい」「今の生活
から抜け出したい」という、子どもたち
の言葉に心を痛めた生徒たち。難しい
問題に直面した人たちの切実な声を
直接聞くことで、「生徒たちの心の中に

『自分にもできることがあるはずだ』と
いう前向きな気持ちが芽生えていきま
した」と内藤先生。その日の活動を振り
返るミーティングでも、プログラムを
重ねるにつれ、より積極的に、より深い
内容の意見が飛び交うようになってい
きました。
　さらに、まとめのステップとして、日

「『自立』を促すような支援の方法が大切と感じました」



▲「国際理解研修に参加して、さらに世界が
広がりました」（河本賢君）

▲「貴重な体験をした彼らの今後に期待して
います」（内藤圭祐先生）

りとして、9月の『光楓祭』では、研修の
体験を展示発表するとともに、フィリ
ピンで交流したフェアトレードの人
形生産者の作品を販売しました。「人
形が売れることで生産者の生活環境
が改善されることを、身をもって学ん
だ彼らだからこそ、伝えられることが
きっとあるはず」と内藤先生も期待を
寄せます。
　国際理解研修の狙いは、世界に目を
向け、国際感覚を磨くこと。帰国後も
インターネットを利用して現地の人
たちと交流を続け、「将来は自分が発
信する立場として、世界を舞台にした
ボランティア活動に携わりたい」と話
す河本君や、「今回の体験から、世界と
交流できる仕事に就きたいという思
いがさらに強くなりました」と目を輝
かせる仲谷君。彼らの言葉からも、マ
ニラコースの充実した日々がうかが
えました。

　とても充実していたフィリピンで
の2週間。そのなかでも、特に強い印
象として生徒たちの心に刻まれてい
るのは、子どもたちが見せてくれた屈
託のない笑顔です。「困難な生活をし
ているはずなのに、僕らが触れ合っ
た子どもたちは本当に明るく生活し
ていました」と中野剛成君。「いつかま
た子どもたちに会いに行きたい」と笑
顔で話す八木憲君や、「将来は自分も

『ICAN』のような団体で子どもたちの
支援活動をしたい」と、新たな目標を
見つけた深井元康君のように、初めて
の国際理解研修「マニラコース」に参
加した5人は、それぞれの収穫を胸に
学校に帰って来てくれました。
　帰国したばかりでまだ明確な方法
は見つかっていないものの、これから
も日本とフィリピンの関係のなかで、
自分たちにできることを考えていき
たいと口を揃える5人。その取り掛か

世界に目を向けるきっかけになった14日間



V O L . 1 4  O C T O B E R  2 0 1 1F R O N T I E R  S P I R I T  B E  O U R  G U I D E

第７回光楓祭を終えて
Precious Earth, Precious Friends

年で名古屋国際中学校・
高等学校「光楓祭」も７
回目を迎えました。私に

とっては６年目となる最後の光楓
祭で、先生と生徒が協力をし、全員
が一生の思い出に残るような光楓
祭ができたと思います。
　今年のテーマは「Precious 
Earth, Precious Friends」です。今
年は皆さんもご存知の通り３月に
東日本大震災がありました。私は８
月に北東北総体（平成23年度全国
高等学校総合体育大会）に行った
際、実際に被災地を訪れましたが、
あるのは家の土台のみで他は瓦礫

今

の山でした。その光景を見たとき、
私はもっと日本全体の人たちが協
力をし、復興を目指さなければなら
ないと感じました。
　今年は、被災した人がいるという
事実を踏まえ、今自分たちには何が
できるかを色々な場面で考えて臨
むことができた光楓祭であったと
思います。
　ご来校された皆様には、その中
で国際生でしか表現出来ないよう
な光楓祭を楽しんで頂けたと思い
ます。来年度も是非足を運んで頂
きますようお願い申し上げます。

INFORMATION

光楓祭実行委員長
中嶋 亮善（中高一貫６年）



Great Dialogue from the

ジョージ校長の映画名セリフ集

［ The Man Who Shot Liberty Valance（1954） ］
“This is the West, sir.  When the legend  

becomes fact, print the legend.”

映画『リバティ・バランスを射った男』は、ジョン・フォード監督の作品です。「真実は
何か」ということが映画を通して描かれています。映画は歳をとったストダード上院
議員（ジェームズ・スチュアート）の姿から始まります。ストダードは何年も前にいた
西部開拓の町にトム・ドニファンという男の葬儀に参列するために帰って来ました。
その昔、トムはライフル銃の名手で、無法の時代的な正義感と強さを持った若者でし
た。ストダードは彼を殺すために現れたならず者のリバティ・バランスを射ち殺しま
した。実際には通りの向こうからトムがバランスを殺したのでしたが、ストダードが

「バランスを殺した男」として広く知られるようになります。ストダードが記者にこの
ことを記事にするかと尋ねたところ、記者はタイトルの有名な台詞を言います。この
映画はたゆみない西部伝説の神話的役割について問いかけています。

「伝説が事実になったら、伝説を本にする。それが西部なんです。」

The Man Who Shot Liberty Valance (1962) is arguably the greatest of John Ford’s 

many films.  It explores the question: “What is truth?”  The film opens in 1910 with 

an aging Senator Stoddard (James Stewart).  He has come back to the frontier town 

where he arrived many years before.  He has returned to attend the funeral of Tom 

Doniphon (John Wayne).  In the early days of the town, Tom was a “somebody” 

who knew how to handle a rifle and make his way around a generally lawless 

town.  Now that the town has matured and become civilized, Doniphon’s role 

has become obsolete.  A reporter asks Senator Stoddard why he has come to this 

funeral. Stoddard tells the whole story.  The film is essentially one long flashback 

that explains a confrontation with Liberty Valance (Lee Marvin).  Stoddard has a 

shoot-out with the outlaw Valance and appears to have killed him.  In fact, it was 

Doniphon who killed him from across the street.  Still, Stoddard became known 

as “the man who shot Liberty Valance”.  When Stoddard asks the reporter if he is 

going to report the truth, the reporter utters the famous lines above.  This classic 

film questions the role of myth in forging the legends of the West. 
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